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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水及び煎出チャンバにおいて封入されるある量の抽出可能材料に基づいて飲料を作る工
程において使用される水の圧力を制御する方法であって、
　前記煎出チャンバに対する前記水の供給中に水の圧力を測定する段階と、
　該測定された圧力を所定の圧力と比較する段階と、
　前記測定された圧力が前記所定の圧力から逸脱する場合に、前記煎出チャンバの内部容
積の寸法を調節する段階と、
　を有し、
　前記煎出チャンバの前記内部容積は、前記測定された圧力が前記所定の圧力より高い場
合に増大され、前記煎出チャンバの前記内部容積は、前記測定された圧力が前記所定の圧
力より低い場合に低減される、
　方法。
【請求項２】
　前記煎出チャンバに対する前記水の供給中に水の前記圧力を測定する前記段階は、前記
煎出チャンバの前記内部容積の前記寸法を所定の初期値に設定する段階に先行される、
　請求項１記載の方法。
【請求項３】
　ピストンが与えられ、
　前記煎出チャンバの前記内部容積の前記寸法は、前記煎出チャンバにおいて該ピストン
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を動かすことによって機械的に調節される、
　請求項１又は２記載の方法。
【請求項４】
　水及びある量の抽出可能材料に基づいて飲料を作る装置であって、
　前記ある量の抽出可能材料を収容する煎出チャンバと、
　該煎出チャンバに対して水を供給する水供給ラインと、
　前記水の圧力を制御する制御ユニットと、
　を有し、
　前記煎出チャンバの内部容積の寸法は、調節可能であり、
　前記制御ユニットは、請求項１乃至３のうちいずれか一項記載の方法を行なうよう適合
される、
　装置。
【請求項５】
　前記制御ユニットは、前記水供給ラインにおける前記水の前記圧力を測定するよう適合
される、圧力計を有する、
　請求項４記載の装置。
【請求項６】
　ピストンを有し、
　前記煎出チャンバは、シリンダ状に形成され、
　前記ピストンは、前記煎出チャンバにおいて可動に配置される、
　請求項４又は５記載の装置。
【請求項７】
　前記ピストンを駆動するようラックアンドピニオンドライブを有する、
　請求項６記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、流体及びある量の抽出可能材料（ａ　ｑｕａｎｔｉｔｙ　ｏｆ　ｅｘｔｒａ
ｃｔａｂｌｅ　ｍａｔｅｒｉａｌ）に基づいて飲料を作る工程において使用される流体の
圧力を制御する方法に係る。抽出可能材料は、煎出チャンバにおいて封入される。
【０００２】
　本発明はまた、流体及びある量の抽出可能材料に基づいて飲料を作る装置に係る。当該
装置は、ある量の抽出可能材料を収容する煎出チャンバ、及び該煎出チャンバに対して流
体を供給する流体供給手段を有する。
【背景技術】
【０００３】
　飲料が水等である流体をある量の抽出可能材料を介して誘導する工程において作られる
際、風味を含む飲料の特徴は、工程に関連する複数のパラメータによって確定される。例
えば、飲料がエスプレッソである際、煎出圧力、煎出時間、水温、及び、コーヒーを介し
て誘導される熱水の量に関連する挽かれたコーヒー豆の量は、重要なパラメータである。
本願において、煎出圧力は、コーヒー豆を介して誘導される熱水の圧力として理解される
べきであり、コーヒーの流入抵抗（ａ　ｆｌｏｗ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｒｅｓｉｓｔａｎｃ
ｅ）によって確定される。
【０００４】
　通常、エスプレッソは、コーヒー豆を収容する煎出チャンバを有するエスプレッソマシ
ンを用いて作られる。エスプレッソマシンが作動される際、水は、加熱され、煎出チャン
バを介してポンプされる。熱水は、コーヒー豆と相互に作用し、その結果エスプレッソが
得られる。工程において、煎出圧力にとって、コーヒー豆の最善の抽出を有するよう、所
定のレベルに到達すること、及びその値より高くはならないことは重要である。
【０００５】
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　煎出圧力を制御する多種の方法は、既知である。例えば、ＷＯ　０１／７４２１２（特
許文献１）は、煎出チャンバ（醸造チャンバ）を有するコーヒーメーキング装置を開示す
る。該煎出チャンバは、ピストンが往復し得るシリンダを有する。コーヒーメーキング装
置は、異なる種類のコーヒーを調製するよう適切である。コーヒーを作る工程において使
用される水の押出し圧力（スループット圧力）は可変であり、いかなる可能な状況におい
ても正しい圧力値を設定することは可能である。特には、水の押出し圧力は、閉止弁（シ
ャットオフバルブ）によって制御される。該閉止弁は、装置の飲料用出口において配置さ
れ、多種の通路を与えることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】ＷＯ　０１／７４２１２
【特許文献２】ＵＳ　２００５／０１９３８９１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、前出の特許文献１から既知である方法及び他の既知である方法の信頼性の高
い代替物である、エスプレッソマシン等である飲料メーカーにおいて煎出圧力を制御する
方法を与える、ことを目的とする。この目的は、流体及び煎出チャンバにおいて封入され
るある量の抽出可能材料に基づいて飲料を作る工程において使用される流体の圧力を制御
する方法によって達成される。当該方法は、煎出チャンバに対する流体の供給中に流体の
圧力を測定する段階、該測定された圧力を所定の圧力と比較する段階、及び、測定された
圧力が所定の圧力から逸脱する場合に、煎出チャンバの内部容積の寸法を調節する段階を
有する。煎出チャンバの内部容積は、測定された圧力が所定の圧力より高い場合に増大さ
れ、また、煎出チャンバの内部容積は、測定された圧力が所定の圧力より低い場合に低減
される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の基礎を成す見識は、特には例えば抽出可能材料がコーヒーを有する場合のよう
な抽出可能材料が粒子又は粉を有する際に、煎出圧力が、煎出チャンバ内部における抽出
可能材料が圧縮される程度に依存する、という事実である。一般的に、抽出可能材料がよ
り圧縮されれば、抽出可能材料の押出し抵抗がより高くなり、煎出圧力もより高くなる、
ことは事実である。言い換えれば、煎出チャンバの内部容積が小さいほど、煎出圧力はよ
り高くなる。したがって、本発明によれば、煎出チャンバの内部容積は、煎出圧力が所定
の圧力より高いようである場合に増大され、内部容積は、煎出圧力が所定の圧力より低い
ようである場合に低減される。所定の圧力とは、所望される特徴を有する飲料を得るよう
必要とされる圧力である。このようにして、抽出可能材料の粒子の寸法等であるパラメー
タに依存せず、飲料を作る全ての工程において、煎出圧力が所望の圧力に到達すること又
は少なくとも可能な限り所望の圧力に近付けることを確実なものとすることは、可能であ
る。
【０００９】
　本発明によれば、煎出圧力は、飲料を作る工程中に測定され、また、煎出圧力は、煎出
チャンバに対して供給される流体の圧力を測定することによって確定される。例えば、流
体が流体供給管において供給される場合、煎出圧力を確定するよう必要とされるのは、管
に沿った位置において配置される圧力計を用いて流体の圧力を測定することのみである。
【００１０】
　本発明に従った方法が適用される際、正確な煎出圧力は自動的に得られるため、飲料を
作ることは、特別な技能を必要としない工程である。
【００１１】
　望ましくは、煎出チャンバに対する流体の供給中に流体の圧力を測定する段階は、煎出
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チャンバの内部容積の寸法を所定の初期値に設定する段階によって先行される。所定の初
期値は、例えば、煎出チャンバの内部容積の寸法の平均値であるよう選択され得る。いず
れの場合においても、所定の初期値は、所定の圧力を得るよう必要とされる煎出チャンバ
の寸法の調節が可能な限り小さいよう、選択され得る。
【００１２】
　本発明の範囲内にある可能性によれば、ピストンが与えられ、煎出チャンバの内部容積
の寸法は、該ピストンを煎出チャンバにおいて動かすことによって機械的に調節される。
かかる場合、煎出チャンバはシリンダ状に形成される、ことが理解される。
【００１３】
　実際には、本発明に従った方法は、流体及びある量の抽出可能材料に基づいて飲料を作
る装置を用いて行なわれ得る。特には、かかる飲料メーカーは、ある量の抽出可能材料を
収容する煎出チャンバ、該煎出チャンバに対して流体を供給する流体供給ライン、及び流
体の圧力を制御する制御ユニット、を有する。煎出チャンバの内部容積の寸法は、調節可
能である。制御ユニットは、本発明に従った方法を行なうよう適合される。更には、制御
ユニットは、流体供給ラインにおける流体の圧力を測定するよう適合される、圧力計を有
する。
【００１４】
　有利な一実施例において、当該装置はピストンを有し、煎出チャンバはシリンダ状に形
成され、ピストンは、煎出チャンバにおいて可動に配置される。このようにして、煎出チ
ャンバにおいて抽出可能材料を圧縮する実用的な構造は、実現される。本発明に従った装
置は、ピストンを駆動するようラックアンドピニオンドライブを有する。
【００１５】
　本発明は、流体及びある量の抽出可能材料に基づいて飲料を作る工程中に流体供給にお
ける圧力を測定する段階、及び、測定された圧力が所定の圧力から逸脱するようである際
に該工程が実施される圧力を調節する段階、を有する。圧力は、ある量の抽出可能材料の
流入抵抗を調節することによって調節され、抽出可能材料が圧縮される程度を調節するこ
とによって実現される。抽出可能材料が煎出チャンバに存在するため、抽出可能材料が圧
縮される程度は、煎出チャンバの内部容積の寸法に依存する。したがって実際には、本発
明は、煎出チャンバの内部容積の寸法を変えることによって所定の圧力が実現されるまで
煎出圧力を変える方法、提案する。
【００１６】
　煎出チャンバの内部容積の寸法を変えることは、例えばＵＳ　２００５／０１９３８９
１（特許文献２）から既知である、ことが留意される。該特許文献２は、エスプレッソを
作る装置（エスプレッソメーカー）を開示する。該装置は、加圧された熱水の供給、所定
の量の挽かれたコーヒーを受容する煎出チャンバ、及びコーヒーを圧縮するよう煎出チャ
ンバ内において可動であるピストン、を有する。ピストンを動かすことを目的として、モ
ータが利用される。コーヒーの圧縮の量は、煎出チャンバにおけるコーヒーの圧力の量に
関連する電圧又は電流等であるモータパラメータを検知することによって制御される。こ
のようにして、コーヒーの圧縮の所定の程度は、実現される。
【００１７】
　前出の特許文献２から既知であるエスプレッソメーカーにおいて、煎出チャンバの内部
容積の寸法を変えることによってコーヒーの圧縮の所定の量を設定する工程は、実際のエ
スプレッソを作る工程に先行して行なわれる。この後者の工程中、更なる測定は行なわれ
ない。したがって、エスプレッソメーカーにおいて、エスプレッソを作る工程中に実際に
広がる煎出圧力が所定の値を有する、という保証はない。これに反して、本発明に従った
方法が適用される際は、流体の供給において広がる圧力の測定が飲料を作る工程中に行な
われるという事実に基づき、かかる保証は確実に得られる。
【００１８】
　本発明の上述及び他の態様は、本発明に従った装置の一実施例に関する以下の記載を参
照して明らかに説明される。
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【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】煎出チャンバ、煎出チャンバにおいて可動に配置されるピストン、煎出チャンバ
に対して水を供給する管、及びピストンの位置を制御する制御ユニット、を概略的に図示
し、これらは全てエスプレッソを作る装置の一部である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明はこれより、図１を参照してより詳細に説明される。
【００２１】
　図１は、本発明に従ったエスプレッソを作る装置（エスプレッソメーカー）の複数の構
成要素を概略的に示す。一般的に、エスプレッソは、加圧された水がある量のコーヒーグ
ラインド（挽かれたコーヒー豆、ｃｏｆｆｅｅ　ｇｒｉｎｄ）を介して流れるようにする
ことによって作られる。この事実をかんがみて、当該装置は、ある量のコーヒーグライン
ドを収容する煎出チャンバ１０、及び煎出チャンバ１０に対して水を供給する管２０を有
する。図１中、煎出チャンバ１０に存在するある量のコーヒーグラインドは、複数の点に
よって概略的に描写され、参照符号３０によって示される。
【００２２】
　煎出チャンバ１０は、エスプレッソを出す出口１１を有する。エスプレッソを作る装置
に関する既知の選択肢にしたがって、煎出チャンバ１０は、煎出チャンバ１０を充填する
こと及び空にすることを容易にするよう、エスプレッソを作る装置において取外し可能に
配置され得る。
【００２３】
　エスプレッソを作る工程中、コーヒーグラインド３０は、ある程度圧縮される必要があ
る。これを達成するよう、エスプレッソを作る装置は、ピストン４０を有する。該ピスト
ンは、煎出チャンバ１０において可動に配置され、また、煎出チャンバ１０の開放上部を
密封することができる。煎出チャンバ１０は、シリンダ形状である。故に、煎出チャンバ
１０とピストン４０との組合せは、ピストンとシリンダとの組合せと同様に機能するよう
適合され、ピストンは、シリンダの内容物を圧縮するよう使用される。
【００２４】
　ピストン４０は、歯状部分４２を有する軸部（シャンク）４１を有する。ピストン４０
を駆動することを目的として、エスプレッソを作る装置は、モータ５０を有する。ピニオ
ン５１は、モータ５０のアウトプットシャフト５２上に配置され、また、ピニオン５１は
、ピストン４０の軸部４１の歯状部分４２に係合するよう適合される。モータ５０が動作
される際、アウトプットシャフト５２及びそこに配置されるピニオン５１は回転され、そ
の結果として、ピストン４０は、歯状部分４２が延在している方向において線形動作を与
えられる。該方向は、ピストン４０の軸部４１及ぶ煎出チャンバ１０の長手方向軸が延在
する方向である。完全を期すため、ピストン４０の軸部４１の歯状部分４２及びピニオン
５１は、ラックアンドピニオンドライブとして機能する、ことが留意される。
【００２５】
　ピストン４０が煎出チャンバ１０から離れるよう動かされる際には、煎出チャンバ１０
の内部容積１２の寸法は増大され、コーヒーグラインド３０が圧縮される程度は低減され
る。また、ピストン４０が煎出チャンバ１０に向かって動かされる際には、煎出チャンバ
１０の内部容積１２の寸法は低減され、コーヒーグラインド３０が圧縮される程度は増大
される。コーヒーグラインド３０が更に圧縮される際、コーヒーグラインド３０の流入抵
抗は増大する。エスプレッソを作る工程中、該工程が行なわれるところの煎出圧力、即ち
水がコーヒーグラインド３０を介して誘導されるところの圧力は、コーヒーグラインド３
０の流入抵抗によって確定される。この点において、抵抗がより高ければ、煎出圧力が高
くなる、ということは事実である。
【００２６】
　煎出圧力は、装置を用いて作られるエスプレッソの風味、及び泡層のきめを含む重要な
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特徴に対する決定的要因である。したがって、煎出圧力がエスプレッソを作る工程中に所
定のレベルにされること、又は該所定のレベルにまで少なくとも可能な限り近付けられる
こと、は重要である。コーヒーグラインド３０が圧縮される程度によって確定されるコー
ヒーグラインド３０の流入抵抗によって煎出圧力が確定される、という事実に基づき、ピ
ストン４０の位置を変えることによって煎出圧力を制御することは、可能である。本発明
に従った装置は、それを行なう制御ユニット６０を有する。特には、制御ユニット６０は
、水供給管２０における水の圧力を測定する圧力計６１、及び、測定結果を処理し且つピ
ストン４０の適切な位置付けを実現するようモータ５０の動作を制御するマイクロコント
ローラ６２を有する。図１中、圧力計６１とマイクロコントローラ６２との間、並びにマ
イクロコントローラ６２とモータ５０との間の連絡は、破線矢印の形状で概略的に示され
る。
【００２７】
　本発明に従った装置における煎出圧力が制御される方途は、以下において説明される。
第１に、装置のユーザが装置を始動させるようボタンを押す際等である、エスプレッソを
作る工程が開始される際に、ピストン４０は、初期位置まで動かされ、コーヒーグライン
ド３０は、ある程度まで圧縮される。ピストン４０の初期位置は、所定の位置であり得る
が、例えば、エスプレッソを作る工程に先立って確定されている適切なピストンの平均を
取ることによって求められる位置であってもよい。
【００２８】
　特定の位置においてピストン４０を押す工程に関して、本発明に従った装置の有利な一
実施例において、制御ユニット６０は、ピストン４０の実際位置を検出し且つマイクロコ
ントローラ６２に対して対応する信号を与える手段を有する。その場合、マイクロコント
ローラ６２は、ピストン４０の実際位置を所望の位置と比較するよう、また、実際位置が
所望の位置に到達することを達成するようモータ５０の動作を制御するよう、適合される
。
【００２９】
　ピストン４０が初期位置まで動かされ次第、エスプレッソを作る工程は、煎出チャンバ
１０に対して加圧された熱水を供給することによって開始され得る。工程において、水に
広がる圧力は、圧力計６１を用いて測定され、測定された圧力を示す信号は、マイクロコ
ントローラ６２に対して伝達される。マイクロコントローラ６２のメモリ部６３において
、圧力の適切な値に関する情報が存在する。測定値と所定値との間の比較に基づき、かか
る２つの値の間に差異が存在するか否か、並びにピストン４０の位置の調節は必要か否か
が示される。特には、圧力の測定値が所定位置より高いと示される際、モータ５０は、ピ
ストン４０を持ち上げるよう作動されるため、煎出チャンバ１０の内部容積１２は増大さ
れ、コーヒーグラインド３０はより低い程度に圧縮され、コーヒーグラインド３０の流入
抵抗は低減される。圧力の測定値が所定値より低いと示される状況においては、モータ５
０は、ピストン４０を下げるよう始動されるため、煎出チャンバ１０の内部容積１２は低
減され、コーヒーグラインド３０はより高い程度まで圧縮され、コーヒーグラインド３０
の流入抵抗は増大される。徐々に、このようにして、煎出圧力の適切な値が得られる。
【００３０】
　本発明の重要な一利点は、ユーザがコーヒーグラインド３０を圧縮する力を設定する必
要がない、ことである。その代りに、コーヒーグラインド３０の適切な圧縮は、エスプレ
ッソを作る工程中に煎出チャンバ１０に対して供給される水の圧力と所定の最善な煎出圧
力との間の継続的な比較に基づいて自動的に実現され、ピストン４０の位置は、該比較の
結果に基づいて調節される。水供給管２０における水の圧力を監視することによって、即
ち制御される必要があるパラメータを監視することによって、煎出圧力の大変正確な制御
が得られる。それによって、本発明に従った装置が適用される際、例えばコーヒーグライ
ンド３０の粒子寸法に依存せず、一定の風味及び品質を有するエスプレッソが得られるこ
とは、保証される。このようにして、本発明に従った装置は、先行技術に従った装置より
も優れた結果をもたらす。これは、先行技術に従った装置が、飲料を作る工程中に煎出圧



(7) JP 5475452 B2 2014.4.16

10

20

30

40

力を直接測定するよう、並びに測定結果に基づいて抽出可能材料が圧縮される程度を制御
するよう適合されていないため、である。実際、本発明を適用することによって、コーヒ
ーの特徴における変化によって引き起こされる煎出圧力の偏差を修正することは、可能で
ある。
【００３１】
　本発明の範囲は前述された例に制限されず、その複数の補正及び改善は添付の請求項に
おいて定義付けられる本発明の範囲から逸脱することなく可能である、ことは当業者にと
って明らかである。本発明が図面及び明細書において図示及び詳細に説明されているが、
かかる図示及び説明は、制限的ではなく、単なる例証として考えられるべきである。本発
明は、開示される実施例に制限されない。
【００３２】
　例えば、煎出チャンバ１０において存在するある量の抽出可能材料を圧縮するようピス
トン４０を有することは、必須ではなく、また、ピストン４０又は他の可動に配置された
煎出チャンバ１０の限界の一部の線形動作を引き起こすよう、ラックアンドピニオンドラ
イブを適用することは、必須ではない。
【００３３】
　完全を期すよう、留意されるべきであるのは、本発明は主に、コーヒーグラインド３０
及び水に基づいてエスプレッソを作る原理において説明されるが、本発明は、特には圧縮
の程度を変えることによってある量の抽出可能材料の流入抵抗を変えることが可能である
際に、ある量の抽出可能材料及び流体に基づいて飲料を作るいかなる工程にも適用可能で
あることが理解されるべきである、という点である。飲料は、温かくても冷たくてもよい
。
【００３４】
　開示された実施例の変形は、図面、明細書、及び添付の請求項の研究から、本発明を実
行する当業者によって理解及び実現され得る。請求項中、「有する」という語は、他の段
階又は要素を除外するものではなく、単数形で示されるものは、その複数の存在を除外さ
れない。特定の方途が相互に異なる従属請求項において記載される、という単なる事実は
、かかる方途の組合せが有利に利用され得ない、ことを示すものではない。請求項中の参
照符号は、本発明の範囲を制限するものとして解釈されるべきではない。
【００３５】
　前述において、ある量のコーヒーグラインド３０を封入する煎出チャンバ１０、及び煎
出チャンバ１０に対する加圧された熱水を供給する管２０を有するエスプレッソを作る装
置は、説明される。
【００３６】
　エスプレッソは、コーヒーグラインド３０を介して熱水を誘導することによって得られ
、水及びコーヒーグラインド３０は、相互に作用するようにされる。煎出圧力、即ちコー
ヒーグラインド３０を介して誘導される水の圧力は、エスプレッソの風味、及び得られる
エスプレッソの泡層のきめに関する重要な要因である。エスプレッソを作る工程中、水供
給管２０における水の圧力は、監視され、所定の圧力と比較される。測定された圧力が所
定の圧力から外れることが示される場合、煎出チャンバ１０の内部容積１２の寸法は調節
され、コーヒーグラインド３０が圧縮される範囲及びコーヒーグラインド３０の流入抵抗
は、調節される。これにより、所定の圧力が到達されるよう、圧力を調節することは可能
である。
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